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１
 

今、なぜ市民性形成か
 －市民性形成と評価の関係

• なぜ言語教育は市民性形成をめざさなければなら
 ないのか

• 人間という存在とは、年齢とともに蓄積される知識・
 情報の量だけでなく、感じる力(感覚・感情)と考える
 力(判断・思考)の総体を持ったもの―その総体が、
 社会における市民の役割を果たすことではじめて人
 間となる。

• 市民とは、近代社会における人間のあり方―他者と
 の対話の中で、自己を表現し、社会を形成する個人
 のこと。



人間の知のあり方とその構造



１
 

今、なぜ市民性形成か
 －市民性形成と評価の関係

• 市民性教育とは、その社会形成の意識をつくり育て
 ること

• ことばの活動(ことばを使った活動)は、ことばの活動
 は市民をつくる活動。

• 人はことばで考え、ことばによって他者と対話し、こと
 ばによって社会を形成―ことばの活動なくして、市民
 にはなりえない。



１
 

今、なぜ市民性形成か
 －市民性形成と評価の関係

• 一人の学習者の例：

• 両親のことばを家族の中で受け継ぎ、育つ地域のこ
 とばを享受し、国家のことばを学習する。他者とこと

 ばを共有し、地理的に離れた地域・社会のことばを
 学び、それらを総合して、自分のことばを形成する。

• 一人の個人の中での、母語・第2言語・外国語の包
 括的統合、複言語主義のありよう―CEFR の意味。

• ことばは、言語学で区切られた境界だけではない
 ―60億のことばがあると考えるべき。
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２
 

市民性形成と言語教育の関係
 －母語・第2言語・外国語を包括的に考える

• 言語教育における教育概念の見直し―「コミュニ
 ケーション能力育成」とは何か

• 1970年代後半以降の流れ、コミュニケーションのため
 のコミュニケーションでは意味がない。

• 「話すことと対話は違う」、対話の中身・内容とは何か
 ―「目的あってのことば」の意味



２
 

市民性形成と言語教育の関係
 －母語・第2言語・外国語を包括的に考える

• 自己のテーマを持つこととしてのことばの活動

• 一個の言語活動主体としての充実へ―一人の市民
 として、ことばの活動をどのように充実させるのか

• 「語るべき」何かを持つこと―「語るべき何か」とは、自
 分にしかないもの、自分の過去・現在・未来を結ぶ

 「何か」―その何かこそ、自分のテーマ誌となる。



２
 

市民性形成と言語教育の関係
 －母語・第2言語・外国語を包括的に考える

• 他者と関わり、社会をつくる活動としてのことばの活
 動の総体とは何か

• 個人レベル：充実した一個の言語活動主体となること

• 社会レベル：ことばの活動によって、語るべきものを
 持つ個人が他者との対話によってつくられる社会と
 は何かを志向すること

• 教育レベル：母語・第2言語・外国語を超えて、そのよ
 うな社会形成意識の覚醒をうながすこと



３
 

アセスメントとしてのことばの活動
 ―私たちの社会はどうあるべきかという問い

• 活動はまさに評価活動そのもの、常に評価し続ける
 活動―成績をつけるかどうかということとは別の問題

• なぜ成績なのか―教師たちの弁法の欺瞞：

• 制度の中でそうなっているから自分も従うしかない。
 だから、成績をつける、それが制度というもの。



３
 

アセスメントとしてのことばの活動
 ―私たちの社会はどうあるべきかという問い

• アセスメント自体は、制度への挑戦―私たちの
 社会はどうあるべきかということを問う活動

• どのような社会をつくるかという意識を形成する
 活動は、人間を単純に数字で序列化することに
 対する、強い批判からくるもの

• アセスメントとして活動全体をとらえることーとも
 に生きる社会において、一人ひとりが充実した
 言語活動主体として、個人と社会を結ぶにはど
 うしたらいいかという課題



３
 

アセスメントとしてのことばの活動
 ―私たちの社会はどうあるべきかという問い

• 教材の存在それ自体を疑う

• 教材とはだれのため、何のためにあるのか？

• 教材から何を学ばせようとするのか?
• 教材がなければ活動は成立しないのか？

• すべては活動のデザイン、教師の教育観に根ざすか

• 正解のある指導から、正解のない活動へ



３
 

アセスメントとしてのことばの活動
 ―私たちの社会はどうあるべきかという問い

• ことばは60億存在する―母語話者・非母語話者
 という区別を超える

• 文化は個人の中にある―自己と他者の対話の
 中につくられる

• 個人一人一人の問題関心から問題意識へとい
 うテーマ誌の方向性―ことばによる活動を軸に、

 他者を受け止め、テーマのある議論を展開でき
 るような場（共同体）の形成―「ことばの市民」(細
 川2012b)という概念の構築
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